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第
67
回
全
国
植
樹
祭
基
本
計
画
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
27
年
１
月
22
日（
木
）に
第
67
回
全
国
植
樹
祭
第
４
回
総
会
を
開
催
し
、
審
議
の
結

果
、
第
67
回
全
国
植
樹
祭
基
本
計
画（
案
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
10
日（
火
）に
全
国
植

樹
祭
を
共
催
す
る（
公
社
）国
土
緑
化
推
進
機
構
の
全
国
植
樹
祭
特
別
委
員
会
で
承
認
さ
れ
、

正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
開
催
概
要

開催理念

理
念
１　

植
え
て
・
育
て
・
利
用
す
る
「
森
林
・
林
業
の
サ
イ
ク
ル
」
を
、
取
り
戻
そ
う

理
念
２　

森
林
や
身
近
な
緑
の
恩
恵
を
、
も
う
一
度
見
つ
め
直
そ
う

理
念
３　

森
林
と
共
に
生
き
る
人
々
の
思
い
を
、
伝
え
よ
う

お手植え・お手播き樹種
天皇陛下お手植え
ヒノキ・ウラジロモミ・コウヤマキ
天皇陛下お手播き
クリ・カラマツ
皇后陛下お手植え
シナノキ・タカトオコヒガンザクラ・ミズメ
皇后陛下お手播き
シラカバ・ナナカマド

 時 間（予定） 区分 プログラム

10:20～…
（40分） プロローグ

・‌�プロローグアトラク
ション
・感謝状贈呈
・‌�長野県の紹介映像
など

11:00～…
（45分） 式典

・開会のことば
・‌�天皇・皇后両陛下…
お手植えお手播き
・記念植樹…
・‌�メインアトラクション
・大会宣言など

11:50～…
(30分) エピローグ ・‌�エピローグアトラク

ション

参加区分 参　　加…
予定者数 備考

県外招待者 1,250人 国関係者、他県招
待者等

県内招待者 2,750人

県議会、市町村関
係者、森林・林業・
緑化関係団体、公
募招待者、県実行
委員会等

招待者計 4,000人

本部員・協力員 1,000人
実施本部員、協力
員、出演者、運営
ボランティア等

式典行事及び…
記念植樹参加者

合計
5,000人

県民植樹会場
参加者 10,000人

合計 15,000人

開催規模

式典プログラム

第
67
回
全
国
植
樹
祭
「
苗
木
の
ス
ク
ー
ル
ス
テ
イ
」「
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」
の
募
集
に
つ
い
て

第
67
回
全
国
植
樹
祭
な
ど
で
植
樹
す
る
苗
木
を
学
校
や
家
庭
な
ど
で
育
て
て
い
た
だ
く
苗
木
の
ス

ク
ー
ル
ス
テ
イ
、
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
参
加
者
を
昨
年
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
２

月
末
現
在
で
１
９
７
校
の
学
校
、
１
万
人
以
上
の
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
く
た
め
、
募
集
期
間
を
平
成
27
年
６
月
末

ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

○
募
集
期
間　

平
成
27
年
６
月
末
ま
で

○
実
施
内
容　

�

全
国
植
樹
祭
等
で
使
用
す
る
苗
木
を
学
校
や
家
庭
な
ど
で
育
て
て
い
た
だ

き
ま
す
。

第
67
回
全
国
植
樹
祭
飾
花
用
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
製
作
に
つ
い
て

第
67
回
全
国
植
樹
祭
の
式
典
会
場
を
飾
る
花
の
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
を
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん

に
作
っ
て
い
た
だ
く
参
加
校（
小
・
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間　

平
成
27
年
12
月
28
日
ま
で

○
実
施
内
容　

式
典
会
場
を
飾
る
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
カ
バ
ー
の
製
作

第
67
回
全
国
植
樹
祭
な
が
の
応
援
イ
ベ
ン
ト
の
募
集
に
つ
い
て

第
67
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
を
広
く
県
民
に
周
知
し
、
開
催
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

開
催
後
も
開
催
理
念
を
継
承
す
る
こ
と
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

�

市
町
村
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
自
治
会
、
企
業
等
が
主
催
し
、
県
内
で
開
催
さ
れ
、

第
67
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
理
念
に
賛
同
す
る
な
ど
の
承
認
基
準
を
満
た
し
、

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

○
特
典　

�

全
国
植
樹
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
・
内
容
紹
介
、
大
会
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
、「
全
国
植
樹
祭
だ
よ
り
」
や
記
録
誌
へ
の

掲
載
、
大
会
啓
発
グ
ッ
ズ
の
提
供
、
の
ぼ
り
旗
・
横
断
幕
の
貸
出
、
植
樹
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
苗
木
の
提
供
等　
　
　
　
　
　
　

第
67
回
全
国
植
樹
祭
協
賛
に
つ
い
て

第
67
回
全
国
植
樹
祭
を
成
功
に
導
き
、
多
く
の
方
々
の
心
に
残
る
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
大

会
運
営
や
広
報
活
動
な
ど
に
協
賛
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
協
賛
の
種
類　

�

資
金
協
賛
、
物
品
協
賛
、
そ
の
他
協
賛（
機
器
等
の
無
償
貸
与
、
広
告

掲
示
等
）

○
協
賛
の
特
典　

式
典
プ
ロ
グ
ラ
ム
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、記
録
誌
等
で
協
賛
者
名
を
掲
載
等

○
募
集
期
間　
　

平
成
28
年
４
月
30
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先　

森
林
づ
く
り
推
進
課
全
国
植
樹
祭
係　
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電
子
メ
ー
ル　

shinrin@
pref.nag

ano.lg
.jp

開催会場
長野県全域をステージとした県民主体・
県民参加による広域開催型大会

招待者記念・県民植樹会場

長野市 茶臼山自然植物園

飯山市

池田町

小海町
岡谷市
(予定)

王滝村

松川町

松本市  アルプス公園

式典会場
長野市オリンピック
記念アリーナ
エムウェーブ

小海町、岡谷市(予
定)、松川町、王滝村、
池田町、飯山市の県
民植樹会場は式典日
の前後の期間に実施
します。

伊那市 鳩吹公園

上田市 自然運動公園
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平成27年度緑化運動がはじまります。

４月以降県内各地域で、緑化に関する多くのイベントが開催されます。
平成28年春に国土緑化運動の中心的な行事である第67回全国植樹祭を長野県で開催す

るにあたり、苗木のホームステイなど緑化の県民運動を展開しているほか、県内各地で植樹
祭や緑の募金活動等の様々な緑化運動が行われます。会場で緑と触れ合ってみませんか。

イベント

　期間中、長野県では、毎年「ふるさとの森づく
り県民の集い」（県植樹祭）を行っています。本年
度は、第67回全国植樹祭の1年前プレイベント
として、５月30日（土）に大町市の鹿島槍スポー
ツヴィレッジ (HAKUBAVALLEY鹿島槍ス
キー場）において開催するほか、県内各地で植樹
祭が行われます。緑に親しみ、楽しめる企画を準
備していますので、多くの方のご参加をお待ち
しています。
　また、県内各地で「信州 山の日」に関連したイベ
ントが行われます。こちらも是非ご参加下さい。

街頭募金
映画「Wood Job!」の矢口史靖監督、阿部守一

長野県知事とみどりの少年団による植樹

平成26年度富士見町で行われた県植樹祭

長野県PRキャラクター「アルクマ」も登場

長野県 林務部 森林づくり推進課

４月１日から５月31日は『緑化推進特別強調月間』です。
この２カ月間は特に県内各地で緑化運動が行われます。
緑の募金活動や緑化活動などの実施について、ご協力をお願いします。

４月2９日（水）から5月５日（火）は「みどりの
週間」です。県内各地で、この期間中、高校生ボラ
ンティアの皆さんなどと一緒に緑の募金活動を
行います。

また、今年度は多くの参拝客が見込まれる善
光寺御開帳にあわせた募金活動も行います。

ご協力をお願いします。
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ふるさと信州に緑の輪を広げよう!
美しい信州の緑や森林づくりのため、「緑の募金」にご協力をお願いいたします。

各地区で開催される植樹祭

皆様よりご協力をいただきました「緑の募金」は、身近な緑づくり、里山の手入れ、みどりの
少年団の育成や指導者研修などの人づくりに活用させていただきました。

TEL026-232-0111 内線4819
FAX026-234-0330
Eメール　green@midori-joho.gr.jp
ホームページ　http://www.midori-joho.gr.jp/

■お問合せは

公益財団法人 長野県緑の基金
長野市大字南長野字幅下692-2 長野県庁森林づくり推進課内

緑を増やし育てる 明日を担う子供を育てる
みどりの少年団交流集会

平成28年春季に長野県で開催される第67回全国植樹祭を応援します。

●�情報誌等による広報、
宣伝普及

●県民の集い等の開催

●講演会の開催

●都市緑化等の環境整備

●�森林づくり等実践参加
の促進

●�緑の募金活動

●公募事業の実施

●緑化の推進等

●�みどりの少年団の育成

募金活動経費　12.4％
公募事業　4.8％

緑化の推進事業
57.0％

人づくり事業　20.4%

（公社）国土緑化推進機構の中央事業
5.4%

企業・団体 6.6%
職場 1.4%

家庭
91.1%

その他 0.9%
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トピックス

松
本
市
出
身
の
澤
柳
政
太
郎
氏
を
創
立
者
と
す
る
学
校
法
人
成
城
学
園（
東
京

都
世
田
谷
区
）は
、
長
野
県
内
に
校
外
施
設
を
保
有
し
、「
自
然
と
親
し
む
教
育
」

の
実
践
活
動
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
長
野
県
の
自
然
を
活
用
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
も
長
野
県
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
成
城
学
園
で
は
、
長
野
県
と
相
互

の
幅
広
い
連
携
・
交
流
を
深
め
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
26
年
３
月
14
日
に
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
協
定
に
よ
る
林
務
部
関
係
の
取
組
を
、
３
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
と
し
て
、成
城
学
園
創
立
者
の
故
郷
で
あ
る
松
本
市
所
在
の
入
山
辺（
い

り
や
ま
べ
）県
有
林
の
一
部（
約
２
・
５
ha
）で
、
県
有
林
の
利
活
用
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）を
活
用
し
た「
成
城
学
園
ふ
る
さ
と
の
森
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
形
で
県
有
林
を
活
用
し
た
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
を
設

定
す
る
の
は
、全
国
初
と
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
成
城
学
園
に
お
い
て
植
樹

等
の
森
林
整
備
、
環
境
教
育
な
ど
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

二
つ
目
と
し
て
、
学
園
創
立
50
周

年
を
機
に
建
設
さ
れ
た
記
念
講
堂

が
、
創
立
１
０
０
周
年
事
業
の
一
環

と
し
て
、
大
幅
改
修
さ
れ
２
月
末
に

竣
工
し
ま
し
た
。
改
修
に
は
信
州
カ

ラ
マ
ツ
材
が
39
㎥（
壁
板
な
ど
約
５
，

５
０
０
枚
）使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
都
市
部
の
大
型
教
育
施
設
の

内
装
に
、
ま
と
ま
っ
て
長
野
県
産
材
が
活
用
さ
れ
る
の

は
初
め
て
で
あ
り
、
長
野
県
産
材
が
よ
り
普
及
し
、
利

用
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

三
つ
目
と
し
て
、
校
舎
等
の
移
築
や
改
築
な
ど
に
よ

り
、学
園
内
で
伐
採
さ
れ
る
樹
木
の
後
継
樹
の
育
成（
ど

ん
ぐ
り
に
よ
る
育
苗
）や
、
学
園
内
に
現
存
す
る
１
０
０

年
の
森
の
整
備
・
保
全
の
方
法
な
ど
、
本
県
が
有
す
る

技
術
を
活
か
し
、
成
城
学
園
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

澤
柳
政
太
郎
氏
の
生
誕
１
５
０
周
年
と
な
る

２
０
１
５
年
に
、
長
野
県
産
材
を
活
用
し
た
澤
柳
記
念

講
堂
の
落
成
と
と
も
に
、「
成
城
学
園
ふ
る
さ
と
の
森
」

を
設
置
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
今
後
も
、
幅
広
い
分
野

で
の
、
連
携
・
協
力
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�

【
県
産
材
利
用
推
進
室
】

�

【
森
林
づ
く
り
推
進
課
】

15年春、サントリー金麦「関東甲信越ふるさと応援プロジェクト」
サントリー金麦を１本ご購入につき１円が、関東甲信越の各県に寄付され、長野県に
おいては、豊かな森林づくりのため、県有林の整備に活用させていただきます。皆様
のご理解とご協力をお願いいたします。
関東甲信越限定 ふるさと応援 寄付型金麦パック 平成27年３月24日発売
注：寄付対象となる製品は「ふるさと応援寄付型金麦パック」のみとなります。

成
城
学
園
と
長
野
県
と
の

�

連
携
に
関
す
る
取
組

協定締結：平成27年２月23日
協定期間：平成27年４月１日～
　　　　　平成37年３月31日の10年間

澤柳記念講堂

澤柳記念講堂除幕式　H27.3.2

成城学園ふるさとの森

入山辺県有林
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トピックス

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
被
害
に
対
処
す
る
た
め
、
被
害
の

甚
大
な
、
長
野
県
内
の
浅
間
、
美
ヶ
原
、
霧
ヶ
峰
、
八
ヶ
岳
、
南
ア
ル
プ
ス
の

五
地
域
で
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
地
方
自
治
体
か
ら
な
る
被
害
対
策
協
議

会
と
連
携
を
図
り
、
生
息
状
況
の
調
査
や
防
護
柵
の
設
置
、
捕
獲
等
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
貴
重
な
高
山
植
物
を
守
る
た
め
の
防
護
柵
の
延

長
は
一
〇
㎞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
頭
数
は
平
成

二
十
五
年
度
三
五
六
〇
頭
と
前
年
度
に
比
べ
千
頭
増
加（
前
年
度
比
一
三
八
％
）す

る
な
ど
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
新
た
に
、
岐
阜
森
林
管
理
署
の
加
茂
郡
七
宗
地
域
及
び
中
信
森

林
管
理
署
の
北
ア
ル
プ
ス（
長
野
県
側
）地
域
に
お
い
て
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

加
茂
郡
七
宗
地
域
で
は
、
ま
だ
、
生
息
状
況
が
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
岐
阜
大
学
、
岐
阜
県
と
協
働
し
て
、
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
生
息
調
査
、

植
生
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
宗
町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

と
連
携
を
図
り
、
猟
友
会
へ

の
委
託
捕
獲
、
く
く
り
ワ
ナ

の
貸
出
、
囲
い
ワ
ナ
に
よ
る

捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

北
ア
ル
プ
ス（
長
野
県
側
）

地
域
で
は
、
環
境
省
、
信
州

大
学
、
地
方
自
治
体
、
森
林

管
理
局
署
で
組
織
す
る
協
議

会
が
対
策
方
針
を
策
定
し
、

高
山
植
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

中
部
森
林
管
理
局
の

 
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策
の
取
組

調
査
や
、
山
麓
に
く
く
り
ワ
ナ
を
設
置
す

る
な
ど
の
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。
中
信

森
林
管
理
署
が
、
西
穂
高
岳
に
設
置
し
た

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
に
は
こ
の
エ
リ
ア
で

初
め
て
シ
カ
が
撮
影
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

シ
カ
の
被
害
は
全
国
的
に
広
が
っ
て

お
り
、
広
域
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
五

月
に
は
改
正
さ
れ
た
鳥
獣
保
護
法
が
施

行
さ
れ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
も
強
化
さ
れ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
部
森
林
管

理
局
で
は
、
生
態
系
の
保
全
と
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

�

【
中
部
森
林
管
理
局
計
画
課
】

くくりワナを設置する南信署職員
防護柵を設置するボランティア

（仙丈ヶ岳馬の背）

北アルプス南部で初めて撮影されたシカ
（Ｈ26.10.2西穂高岳付近）

被害対策取組箇所位置図
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表示は【資格】、氏名、住所、勤務先

【林業士】
黒澤　高幸
小海町

南佐久中部森林組合

【林業士】
瀧澤　尚
岡谷市
平出庭園

【林業士】
小泉　主税
茅野市
自営

【林業士】
中村　照男
辰野町

【林業士】
伊藤　英典
飯田市

和合森林組合

【林業士】
小笠原 順次

松本市
松本広域森林組合

【林業士】
上田　一裕
安曇野市

松本広域森林組合

【林業士】
遠藤　照一
安曇野市

【林業士】
寺島　大紀
小布施町

長野森林組合

【指導林業士】
鈴木 喜一郎

松本市
自営

【指導林業士】
白川　良昌
松本市

二
月
十
二
日
に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー（
塩
尻
市
）に
お
い
て
、
林
業
士
及

び
指
導
林
業
士
の
認
定
証
書
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、
九
名
の
林
業
士
と
、

二
名
の
指
導
林
業
士
に
塩
原

林
務
部
長
か
ら
認
定
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。（
本
年

度
認
定
さ
れ
た
の
は
下
記
の
皆

様
で
す
。）

林
業
士
制
度
は
発
足
か
ら

四
一
年
を
迎
え
、
今
回
の
認

定
で
県
内
に
は
五
〇
九
名
の

林
業
士
が
認
定
さ
れ
、
指
導

林
業
士
も
二
六
名
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
林
業
を
牽
引
す

る
中
核
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る

「
林
業
士
」
と
、
地
域
林
業

の
中
核
的
指
導
者
と
し
て
、

そ
の
地
域
の
林
業
振
興
に
貢

献
し
て
い
る「
指
導
林
業
士
」

の
皆
様
の
更
な
る
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

�

【
信
州
の
木
活
用
課
】

平
成
二
十
六
年
度
　
林
業
士·

指
導
林
業
士
に

　
　
　
　
　  

認
定
証
書
を
授
与
し
ま
し
た
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は
じ
め
に
事
業
の
目
的

長
野
県
で
は
、
広
葉
樹
や
ア
カ
マ
ツ
等
こ
れ
ま
で
未
利
用
で
あ
っ
た
木
材
及

び
林
地
残
材
を
製
材
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
活
用
し
、
地
域
の
活
性
化
と
健
全

な
森
林
の
維
持
管
理
・
造
成
を
図
る
た
め
に
、
新
し
い
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム
を

平
成
二
十
五
・
二
十
六
年
度
に
検
証
し
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

 

新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
に
求
め
た
も
の

生
産
シ
ス
テ
ム
は
県
内
の
林
業
事
業

体
か
ら
提
案
を
頂
き
選
考
し
ま
し
た
。

そ
の
観
点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
安

全
性
は
確
保
さ
れ
る
か
、
高
性
能
林
業

機
械
等
を
活
用
し
効
率
が
向
上
す
る

か
、他
の
現
場
へ
の
汎
用
性
は
あ
る
か
、

次
代
森
林
へ
更
新
の
配
慮
が
あ
る
か
…

等
で
す
。

 

実
施
・
検
証
し
た 

�

生
産
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
結
果

「
松
く
い
虫
被
害
林
と
ア
カ
マ
ツ
林
生

産
シ
ス
テ
ム
」

平
成
二
十
五
年
度
は
、
松
く
い
虫
被
害
木
混
交
林
に
お
け
る
皆
伐
施
業
、
平

成
二
十
六
年
度
は
間
伐
施
業
、
ど
ち
ら
も
高
密
度
路
網
配
置
に
よ
る
車
両
系
シ

ス
テ
ム
で
す
。
導
入
機
械
の
選
定
、
路
網
配
置
密
度
等
で
、
十
分
に
生
産
性
を

高
め
る
こ
と
が
可
能
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
伐
倒
に
際
し
て
、
ア
カ
マ
ツ
は
通

直
な
カ
ラ
マ
ツ
等
と
比
較
し
て
、
重
心
の
偏
り
や
枯
損
木
の
幹
折
れ
発
生
等
、

難
易
度
が
高
く
安
全
性
向
上
が
課
題
で
す
が
、
追
い
ヅ
ル
伐
り
の
実
施
や
ハ
ー

ベ
ス
タ
で
ヘ
ッ
ド
を
回
転
し
四
方
向
か
ら
鋸
断
す
る
工
夫
や
、
ウ
イ
ン
チ
付
き

グ
ラ
ッ
プ
ル
に
よ
る
補
助
で
作
業
員
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー

ベ
ス
タ
は
、
枝
払
い
・
造
材
工
程
で
そ
の
送
材
方
式
に
よ
り
明
ら
か
な
違
い
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
ラ
ー
式
は
幹
の
曲
り
や
太
枝
に
よ
り
送
材
が
困
難
で

し
た
が
、
ス
ト
ロ
ー
ク
式
は
、
剝
皮
等
が
発
生
し
た
も
の
の
ア
カ
マ
ツ
に
活
用

で
き
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
松
く
い
虫
被
害
拡
大
防
止
に

配
慮
し
、
林
地
残
材
か
ら
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
両
現
場

と
も
丁
寧
な
採
材
に
よ
り
利
用
率
を
高
め
林
地
残
材
を
少
な
く
し
、
さ
ら
に
破

砕
機
に
よ
る
チ
ッ
プ
化
や
、
埋
設
処
理

に
よ
り
対
応
し
ま
し
た
。

「
広
葉
樹
林
生
産
シ
ス
テ
ム
」

両
年
度
と
も
に
、
小
面
積
皆
伐
施
業

の
架
線
系
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成
二
十
五

年
度
は
集
材
機
に
よ
る
エ
ン
ド
レ
ス
タ

イ
ラ
ー
、
平
成
二
十
六
年
度
は
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
で
し
た
。
架
線
の
設
置
高
さ
が
十

分
に
確
保
で
き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
タ

ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
機
動
性
が
活
か
せ
な

か
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
生
産
性
は
低
位

未
利
用
木
材
生
産
シ
ス
テ
ム�

�

検
証
事
業
に
つ
い
て

�

（
一
部
既
報
：
長
野
の
林
業
No
２
８
９
、
Ｈ
26
・
2
）現地検討会の状況

ストローク式ハーバスタによる造材
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に
と
ど
ま
り
ま
し
が
、
綿
密
な
作
業
計
画
と
導
入
機
械
の
選
定
で
、
生
産
性
を

高
め
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
造
材
で
は
、
ロ
ー
ラ
ー
式
プ
ロ
セ
ッ
サ
は
材
の

曲
り
や
太
枝
で
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
反
面
、
手
造
材
で
き
め
細
か

く
採
材
し
高
い
利
用
率
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
性
で
は
、
掛
り
木
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
伐
倒
方
向
を
揃
え
、
順
に
伐

倒
・
搬
出
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
、
表
土
の
切
削
・
攪
乱
抑
制
に
も
寄
与
し
ま
し

た
。
ま
た
、
架
線
系
集
材
で
は
先
山
と
元
山
と
の
距
離
が
長
く
お
互
い
が
見
え

な
い
た
め
、
集
材
機
運
転
手
と
先
山
荷
掛
手
が
正
確
で
密
な
情
報
伝
達
を
す
る

こ
と
が
安
全
確
保
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
広
葉
樹
材
を
生
産
す
る
上
で
、
施
業
地
の
条
件
か
ら
架
線
系
が
主
体
に

な
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
今
回
の
検
証
で
得
ら
れ
た
知
見
を
活
か
す
事
が
重

要
で
す
。

「�

林
地
残
材
及
び
松
く
い
虫
被
害
材

チ
ッ
プ
化（
発
電
利
用
）シ
ス
テ
ム
」

平
成
二
十
五
年
度
は
列
状
搬
出
間
伐

施
業
地
で
、
作
業
道
脇
に
集
積
し
た
林

地
残
材
を
破
砕
機
が
作
業
道
上
を
移
動

し
な
が
ら
チ
ッ
プ
化
す
る
シ
ス
テ
ム
、

平
成
二
十
六
年
度
は
、
大
規
模
な
土
場

で
松
く
い
虫
被
害
材
を
チ
ッ
プ
化
す
る

シ
ス
テ
ム
と
チ
ッ
プ
の
発
熱
量
に
つ
い

て
検
証
し
ま
し
た
。
効
率
性
、
安
全
性

の
両
面
か
ら
作
業
ヤ
ー
ド
は
平
坦
で
十

分
な
広
さ
の
あ
る
場
所
で
実
施
す
る
こ

と
が
有
効
と
わ
か
り
ま
し
た
。
破
砕
機

は
、
ロ
ー
タ
ー
に
材
や
蔓
が
詰
ま
っ
て

停
止
す
る
不
具
合
が
発
生
す
る
と
そ
の
処
置
に
多
く
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

投
入
す
る
際
は
、
異
物
の
除
去
や
丸
太
径
を
選
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
わ
か
り

ま
し
た
。
松
く
い
虫
被
害
材
か
ら
生
産
さ
れ
た
チ
ッ
プ
は
、
発
熱
量
が
高
く
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
た
一
方
、
形
状
は
チ
ッ
プ

ダ
ス
ト
に
区
分
さ
れ
る
粒
度
の
割
合
が
高
く
期
待
し
た
形
状
で
生
産
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
使
用
機
械
に
よ
っ
て
も
チ
ッ
プ
形
状
が
変
わ
る
た
め
、
目
的
に
合

わ
せ
た
機
械
の
選
定
が
重
要
と
わ
か
り
ま
し
た
。
生
産
コ
ス
ト
は
、
破
砕
機
の

費
用
と
チ
ッ
プ
の
輸
送
費
が
大
部
分
を
占
め
、
生
産
量
と
も
密
接
な
関
係
が
あ

る
こ
と
か
ら
事
業
化
に
当
た
っ
て
は
十
分
な
検
討
が
必
要
と
わ
か
り
ま
し
た
。

 

お
わ
り
に
今
後
の
展
望

二
年
間
に
わ
た
り
生
産
シ
ス
テ
ム
の
実
践
と
検
証
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
未

利
用
木
材
生
産
技
術
の
開
発
は
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
す
。
今
後
は
、
各
地
域

の
林
業
事
業
体
が
、
今
回
の
成
果
や
反
省
点
を
現
場
に
反
映
し
、
安
全
で
効
率

的
で
良
質
な
木
材
生
産
を
進
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が

創
意
・
工
夫
を
進
め
る
こ
と
が
良
い
仕
事
、
林
業
の
発
展
、
地
域
の
振
興
に
繋

が
り
ま
す
。

ま
た
、
木
材
の
用
途
・
需
要
は
多
岐
に
及
び
、
ア
カ
マ
ツ
、
広
葉
樹
に
は
大

量
生
産
だ
け
で
は
な
い
役
物
需
要
も
あ
り
ま
す
。
今
後
増
加
す
る
需
要
に
量
で

応
え
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
良
い
素
材
の

生
産
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
場
動
向
を
把
握
し
て
採
材
規
格
を
選

定
す
る
技
術
は
林
業
事
業
体
の
重
要
な
資
産
で
、
林
業
経
営
の
あ
る
べ
き
姿
で

す
。
木
材
の
価
値
を
活
か
し
き
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
点
に
も
注
視
し
て
生
産

シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
今
回
報
告
し
た
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
な
デ
ー
タ
や
提
言
等
を
ま
と
め
た

報
告
書
は
、
後
日
長
野
県
林
務
部
よ
り
公
表
さ
れ
ま
す
。

�

【
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
・
信
州
の
木
活
用
課
】

松くい虫被害木のチップ化
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北
陸
新
幹
線
金
沢
延
伸
開
業
に
合
わ
せ
て
、
新
し
い
長
野
駅
舎

が
完
成
し
ま
し
た
。

頭
上
を
お
お
う
よ
う
に
長
く
せ
り
出
し
た
大
庇
、
そ
れ
を
支
え

る
十
二
本
の
大
き
な
列
柱
。

仏
閣
を
思
わ
せ
る
そ
の
佇
ま
い
は
、
ま
さ
に
仏
都
長
野
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
舎
と
な
り
ま
し
た
。

巨
大
な
大
庇
・
列
柱
の
空
間
は
来
訪
客
を
迎
え
入
れ
る
門
の
役

割
に
加
え
、
四
季
・
祭
事
を
演
出
す
る
機
能
も
兼
ね
備
え
て
お
り

ま
す
。

こ
の
大
庇
・
列
柱
の
製
造
に
は
、
す
べ
て
地
元
産
の
杉
が
活
用

さ
れ
て
お
り
、
地
域
林
業
界
に
お
い
て
も
か
つ
て
な
い
、
大
規
模

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。

実
に
一
万
二
千
本
に
も
及
ぶ
丸
太
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
材
料

調
達
の
過
程
で
は
、
健
全
な
森

林
の
整
備
に
欠
か
せ
な
い
間
伐

を
、
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
も

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
長
野
駅
舎
が
、
豊
か

な
地
域
森
林
資
源
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

杉
一
万
二
千
本
の
巨
大
な
大お

お
ひ
さ
し庇·

列れ
っ
ち
ゅ
う柱

が

新
長
野
駅
舎
に
完
成
!!

�

長
野
森
林
組
合
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森
の
元気

情報

根
羽
の
木
材
を
利
用
し
た 

根
羽
村
高
齢
者
福
祉
施
設

ね
ば
ね
の
里「
な
ご
み
」が
完
成

平
成
27
年
２
月
吉
日
、
根
羽
村
高
齢
者
福
祉
施
設 

ね
ば
ね
の
里
「
な

ご
み
」
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

下
伊
那
地
域
は
、
県
内
で
も
比
較
的
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り（
31
・

7
%
）特
に
根
羽
村
で
は
49
・
3
%

と
非
常
に
高
い
高
齢
化
率
に
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者

な
ど
要
介
護
認
定
者
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
根
羽
村
で
は
、
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
地
域
密
着
型

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
は
じ
め

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
含
む
総
合
型
の
高
齢
者

福
祉
施
設
の
整
備
を
平
成
25
年
度
か

ら
着
手
し
、
平
成
26
年
12
月
完
成
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ね
ば
ね
の
里
「
な
ご
み
」
は

平
成
25
年
度
木
造
公
共
施
設
整
備
事

業
の
導
入
に
よ
り
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
及
び
管
理
棟
の

整
備
を
行
い
、
根
羽
杉
等
地
元
産
材
を
全
体
の
木
材
使
用
量
の
87
・
5
%

に
あ
た
る
２
１
２
立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
す
る
な
ど
積
極
的
に
地
域
材
を
利

用
し
て
い
ま
す
。〈
施
設
全
体
の
木
材
使
用
量
５
３
１
㎥
の
内
、
県
産
材
使
用
量

４
８
７
㎥（
県
産
材
利
用
率
92
％
）〉

ま
た
、
間
伐
材
や
林
地
残
材
等
の
未
利
用
材
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

施
設
の
暖
房
・
給
湯
の
熱
源
と
し
て
平
成
25
年
度
県
産
材
供
給
体
制
整
備

事
業
に
よ
り
木
質
資
源
利
用
ボ
イ
ラ
ー（
薪
ボ
イ
ラ
ー
）を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
へ
の
薪
の
供
給
に
つ
い
て
は
、村
民
の
有
志
に
よ
り
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
村
ぐ
る

み
で
の
薪
供
給
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
森
林
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
林
地

残
材
を
有
効
利
用
し
て
山
を
き
れ
い

に
す
る
と
共
に
薪
の
買
い
取
り
代
金

は
村
内
の
商
店
で
使
え
る
地
域
通
貨

券（
ね
ば
ね
森
券
）を
発
行
し
、
地
域

経
済
の
循
環
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、同
施
設
の
屋
根
に
は
、

パ
ッ
シ
ブ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
搭

載
し
、
太
陽
熱
を
冬
季
の
暖
房
、
夏

季
の
お
湯
採
り
に
よ
り
浴
室
キ
ッ
チ

ン
の
給
湯
に
用
い
る
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
利
用
し
た

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

【
下
伊
那
地
方
事
務
所
】

木質資源利用ボイラー棟

竣工式

室内

全景
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 27 年度 
国土緑化運動標語今植えた 小さなその芽が 大きな未来

信州の緑と野鳥を守る会
一般社団法人

� 理 事 長　大日方 英雄

( 独 ) 森 林 総 合 研 究 所 
森 林農地整備センター
長野水源林整備事務所

長野県水源林造林協議会
所　長　丹保 博人

会　長　中村 武雄

信州木材認証製品センター
副理事長　宮崎 正毅
副理事長　田中 髙德

専務理事　徳原 敏昭
事務局長　松本 寿弘

理 事 長　細川 忠國

長 野 県 猟 友 会
一般社団法人

会　  長　赤津  安正

長野県山林
� 種苗協同組合
理 事 長　冨澤 修一 組合員一同

長野県木材協同組合連合会
理 事 長　細川 忠國
副理事長　佐原 良彦
副理事長　宮崎 正毅
副理事長　都築 　透

副理事長　勝野 春喜
副理事長　大久保陸男
専務理事　徳原 敏昭
事務局長　松本 寿弘

林業・木材製造業
労働災害防止協会 長野県支部
支 部 長　細川 忠國
副支部長　田中 髙德

専務理事　徳原 敏昭
事務局長　大屋 博利

長野県林業労働財団
長野県林業労働力確保支援センター

明日を担う人材を育てる

中 村　 慎理 事 長

長野県林業団体協議会
副 会 長　細川 忠國 副 会 長   勝間田悦明

会　  長　大日方英雄

長野県森林組合連合会
代表理事会長　藤原 忠彦
副 会 長   林　 和弘

代表理事専務　滝澤 栄智
常 務 理 事　安原 輝明

一般社団法人

長野県林業センター
理 事 長　大日方英雄
副理事長　細川 忠國

副理事長　勝間田悦明
常務理事　 塩入 　茂

長野県治山林道協会
会　 長　大日方 英雄 役職員一同

長野県森林組合長会
林　 和 弘会 長

長野県造林協会
会 　 長　藤原 忠彦

長野県林業
　薬剤防除協会

会　  長 田 中　 易

長野県林業
　コンサルタント協会

理 事 長　高坂  宗昭

一般社団法人
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 27 年度 
育樹運動標語育てよう 百年先の 緑の輪

南佐久中部森林組合
代表理事
組 合 長 古清水 麻治

佐久森林組合
役職員一同

緑を育て山を守る

山岸 喜昭代表理事
組 合 長

南佐久南部森林組合
藤原 忠彦代表理事

組 合 長

レストラン　四季の味　樹木里

大北地域緑化推進協議会
役職員一同

松本地域森林林業振興会
役職員一同

長野地方緑化推進委員会
役職員一同

会　長　横川 正知

下伊那山林協会
役職員一同

信州上小森林組合
役職員一同

緑の担い手

大久保 守代表理事

諏訪森林組合
役職員一同

上小林業振興会
会　長　羽田健一郎

上伊那山林協会
役職員一同

諏訪地域森
も り

林づくり
・林業振興会 役職員一同

木曽山林協会
会　長 役職員一同貴 舟　 豊

長野さくらの会
名誉会長　阿部 守一

長野市岡田町 30-16　☎ 026-227-5015
会　長 小 林　 実

南佐久北部森林組合
佐々木 定男代表理事

組 合 長

佐久森林林業振興会
役職員一同
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 27 年度 
国土緑化運動標語今植えた 小さなその芽が 大きな未来

一般社団法人

長野林業土木協会
　役員一同勝間田 悦明会 長

本社　長野市稲葉2413-3　☎026-224-8708

代表取締役 池田 正治
日本林業土木株式会社
長野出張所 所　長　竹内 正比古
長野市中御所岡田町 30-16　☎ 026-227-6185

和合森林組合
役職員一同村澤 博光代表理事

組 合 長

木曽森林組合
神村 光雄代表理事

組 合 長

南木曽町森林組合
今井 　豊代表理事

組 合 長

根羽村森林組合
役職員一同

信州根羽すぎ・根羽ひのき

大久保 憲一代表理事
組 合 長

下伊那郡根羽村 407-10

株式会社 長 野 林 友
代表取締役　大屋  孝好

長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-7741

長野国有林森林整備協会
副 会 長

長野市稲葉母袋沖 612-2
会　  長　花見 隆夫 林　 和 弘

北信木材生産センター協同組合
代表理事　竹下 元治

長野市大字穂保字中ノ配 342

会長理事　大日方英雄

上伊那森林組合
役職員一同

もりもり上伊那

白 鳥　 孝代表理事
組 合 長 役職員一同

飯伊森林組合
林　 和 弘 古田 芙士代表理事

組 合 長
代表理事
顧 問

㈱森林テクニクス
長野市稲葉 2413-3 林友ビル　☎026-269-9131

支店長　藤原 豊宏長野支店

共生機構株式会社
長野市稲葉 2413-3 林友ビル　☎ 026-229-6610
長野営業所

㈱中部森林技術コンサルタンツ
� 長野支店

支 店 長　小池 雄二
長野市稲葉中千田沖 2040-2　☎026-224-8710

一般財団法人

日本森林林業振興会 長野
支部

支 部 長　土田 　薫
長野市大字稲葉 2413-3　☎026-226-0915
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私達も緑化推進運動に協力しています。

平成 27 年度 
育樹運動標語育てよう 百年先の 緑の輪

理 事 長　大日方 英雄
副理事長　齋 藤 　 敏
副理事長　田 中 髙 德
専務理事　小相沢 徳一
理　　事　徳 原 敏 昭
理　　事　星 野 勝 好

理　　事　井 出 一 彦
理　　事　大久保 陸男
理　　事　山 岸 喜 昭
理　　事　大久保 　守
監　　事　古清水 麻治
監　　事　伊 藤 晴 彦
監　　事　松 澤 　 孝

小諸市甲字鞍掛 4747
☎ 0267-23-0887　FAX0267-22-1293

東信木材センター
　協同組合連合会 木曽木材生産事業協会

木曽郡上松町荻原中島 1579-3

会　　長　中 島 哲 男

0269-38-1761

松本広域森林組合
役職員一同中村 善行代表理事

組 合 長

木曽南部森林組合
役職員一同中村 今朝男代表理事

組 合 長

栄村森林組合
役職員一同桑原 重雄代表理事

組 合 長

北信州森林組合
役職員一同中山 稿一代表理事

組 合 長

長野森林組合
役職員一同大日方 英雄代表理事

組 合 長

株式会社 モリレン長野
代表取締役　田中 髙德

損保保険・生命保険代理店・墓石

長野市中御所岡田町 30-16

入札物件紹介・入札結果はホームページで掲載
※�本市売は、これまでの木曽地区国有林の公売に代わるものです。

野 村 　 弘理 事 長
本部事務所：長野県木曽郡上松町正島町2-45
☎0264-52-2480　FAX0264-52-2324

荻原事務所：長野県木曽郡上松町荻原字中島1431-1　☎0264-52-2483㈹　FAX0264-52-4885
坂下事務所：岐阜県中津川市坂下133-1　　　　　　☎0573-75-3178㈹　FAX0573-75-3172

※入札参加資格・入札条件等詳細については下記へお問い合わせください。

ホームページアドレス　http://www.kisokan.com

本部事務所（製品） 荻原事務所（原木） 坂下事務所（原木） 国有林土場等活用委託販売市売日
花まつり
第41回全木協連優良
国産材製材品展示会
4月25日（土）

春季謝恩市
4月28日（火）

4月 7日（火）
春季謝恩市
4月23日（木）

4月21日（火）

４月の市売りのご案内

信州カラマツストーブを公募により寄贈致します。
応募要領等は、（一財）日本森林林業振興会 長野支部HPで…

URL　http://www.center-green.or.jp/nagano/
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平
成
27
年
度 

県
森
連
通
常
総
会
開
催

当
会
の
第
78
回
通
常
総
会
が
平
成
27
年
２
月
25
日
に
県
林
業
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
会
員
・
来
賓
な
ど
多
数
が
参
集
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
副
会
長
に
よ
る
開
会
に
続
き
、
藤
原
会
長
の
挨
拶
で
は
、
一
連
の
補
助
金

不
正
受
給
問
題
を
受
け
、
森
林
組

合
系
統
が
林
業
界
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
危
惧
す
る
と
と
も
に
、

系
統
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
体
制
の
見
直
し
と
構
築
に
つ
い

て
再
度
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る

旨
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

県
林
務
部
・
市
村
敏
文
信
州
の
木

振
興
課
長
、
中
部
森
林
管
理
局
・

奥
田
辰
幸
局
長
、
参
議
院
議
員
・

若
林
健
太
様
、
衆
議
院
議
員
・
井

出
庸
生
様
、
農
林
中
央
金
庫
関
東

業
務
部
・
岩
田
正
副
部
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
、
長
野
森
林
組
合
・
大

日
方
英
雄
組
合
長
を
議
長
に
、
第

１
号
議
案
・
平
成
26
年
度
事
業
報

告
書
等
承
認
に
つ
い
て
か
ら
第
９

号
議
案
・
役
員
退
任
慰
労
金
の
贈

呈
に
つ
い
て
ま
で
全
９
議
案
が
審

議
の
う
え
原
案
ど
お
り
承
認
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
10
名
の

理
事
と
３
名
の
監
事
が
当
選
し
、
続
く
理

事
会
、
監
事
会
に
て
、
代
表
理
事
会
長
に

藤
原
忠
彦
氏
、
副
会
長
に
林
和
弘
氏
、
代

表
理
事
専
務
に
滝
澤
栄
智
氏
、
常
務
理
事

に
安
原
輝
明
氏
、
代
表
監
事
に
小
平
榮
三

氏
が
選
任
さ
れ
、
退
任
役
員
の
挨
拶
に
続

き
、
就
任
役
員
の
方
々
か
ら
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
系
統
利
用
優
良
森
林

組
合
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
お
よ
び
永
年
勤

続
役
職
員
表
彰（
専
任
職
員
21
名
、
技
能
職
員
33

名
、）の
表
彰
行
事
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代

表
し
、
長
野
森
林
組
合
・
芳
川
太
郎
長
野

支
所
長
代
理
か
ら
謝
辞
を
頂
き
、
総
会
の

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
　
事
業
報
告（
総
括
事
項
・
概
要
）

塩
尻
市
に
大
規
模
製
材
工
場
の
建
設
が
進
み
11
月
下
旬
か
ら
製
材
用
素
材
の

受
け
入
れ
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
製
材
用
素
材
の
安
定
供
給
に
係
る
協
定

書
の
調
印
式
を
行
い
、
長
野
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、
長
野
県
納
材
協
会
、

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
４
事
業
体
で
年
間
５
万
㎥
の
ア
カ
マ
ツ
、広
葉
樹
、

カ
ラ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
材
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
供
給
事

業
体
と
し
て
、
体
制
整
備
を
図
り
、
需
要
者
の
求
め
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
協

力
し
ま
す
。

県
内
で
は
森
林
経
営
計
画
作
成
の
主
体
と
な
る
認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

議長の長野森林組合 大日方組合長 藤原会長の挨拶
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が
12
名
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
会
主
催
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修
会

に
は
19
名
が
参
加
さ
れ
今
後
の
認
定
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

森
林
資
源
が
成
熟
期
を
迎
え
、
木
材
利
用
へ
と
転
換
が
図
ら
れ
る
中
で
、
出

さ
れ
た
木
材
を
建
築
材
、
合
板
・
集
成
材
、
輸
出
材
、
燃
料
材
、
パ
ル
プ
材
、

バ
イ
オ
マ
ス
材
と
需
要
者
の
要
望
に
対
応
し
、
有
利
販
売
に
結
び
付
け
、
森
林

所
有
者
へ
還
元
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

材
価
に
つ
い
て
、
後
半
期
相
場
が
弱
含
み
に
転
じ
ま
し
た
が
大
き
な
値
崩
れ

に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、
25
万
４
千
㎥
の
素
材
丸
太
を
扱
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
安
定
供
給
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
い
た
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
　
事
業
計
画（
総
括
・
概
要
）

政
府
の
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
」
で
は
森
林
資
源
の
循

環
利
用
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
木
材
需
要
の
創
出
、
国
産
材
の
安

定
的
・
効
率
的
な
供
給
体
制
の
構
築
に

よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化
に
よ
っ
て
山

村
地
域
に
収
入
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
森
林
の
も
つ
公
益
機
能
の
維

持
増
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

地
域
と
一
体
と
な
っ
て
森
林
経
営
計

画
を
進
め
る
主
導
的
役
割
を
果
た
す
認

定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
増
員
を
図

り
、
国
・
県
の
政
策
を
実
現
す
る
た
め
、

機
械
力
の
増
強
、
現
場
従
事
者
の
拡
充

を
進
め
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
に
近
づ
け

る
安
全
指
導
、
合
法
木
材
確
認
書
の

徴
求
と
証
明
書
発
行
の
徹
底
に
努
め

ま
す
。
ま
た
森
林
保
険
制
度
を
推
進

し
、
補
完
的
業
務
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

系
統
運
動
「
森
林
組
合
21
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
３
ｒ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
」
が
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
目
標
に
対
す

る
チ
ェ
ッ
ク
・
対
策
を
加
え
次
期
系

統
運
動
に
繋
げ
る
道
筋
を
構
築
す
る

と
と
も
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご来賓・奥田様 ご来賓・市村様

長野森林組合芳川氏による謝辞

永年勤続表彰の様子

ご来賓・若林様ご来賓・岩田様 ご来賓・井出様
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第
七
話 

　
山
林
道
具
の
刃
物
「
鋸
」 

　
　
　
株
式
会
社　

大
崎
商
店�

�

代
表
取
締
役　

大
崎
久
雄

最
近
の
鋸
は
良
く
切
れ
る
。
切
り
目
が
荒
い
の
に

木
の
切
り
口
は
、
鉋か

ん
な

で
削
っ
た
よ
う
に
き
れ
い
な
木

肌
に
な
る
。
鋸
の
ア
サ
リ（
左
右
の
振
り
分
け
）は
、

板
の
厚
さ
で
と
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
鋸
刃
の
峰
の

方
を
薄
く
刃
の
部
分
は
厚
く
し
て
、
そ
の
中
に
切
れ

目
を
入
れ
る
の
で
あ
る
。
切
り
口
の
な
め
ら
か
さ
は

枝
打
作
業
に
適
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、

し
か
し
、
使
っ
て
い
る
う
ち
に
驚
く
ほ
ど
急
に
切
れ

味
が
落
ち
て
し
ま
う
。
旧
来
の
鋸（
今
も
製
造
し
て

い
る
）は
、
穏
や
か
に
、
た
わ
や
か
に
、
切
れ
味
が

落
ち
て
い
く
と
い
う
の
に
―

近
年
、
こ
の
画
期
的
な
鋸
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
ホ
ラ
ゾ
ン
ホ
イ
ー
ル
と
い
う
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
砥
石
を
使
い
、
刃
を
刻
み
、
自
動
で
歪
み
を

取
り
、
腰
入
れ
作
業
を
施
し
、
一
万
ボ
ル
ト
と
い
う

高
電
圧
に
て
、
ほ
ん
の
数
秒
、
衝
撃
焼
入
し
表
面
に

高
硬
度
な
刃
先
を
作
る
の
で
あ
る
。
Ｚ
社
は
、
大
工

鋸
と
し
て
は
、
革
命
と
も
い
え
る
替
刃
式
鋸
を
作
っ

た
の
で
あ
る
。
大
工
さ
ん
の
間
で
も
大
ヒ
ッ
ト
と
な

り
今
に
至
る
の
で
あ
る
。

長
野
の
八
ヶ
岳
の
麓
、
茅
野
、
こ
こ
は
鋸
の
産
地

で
も
あ
る
。
こ
こ
に
田
中
米
吉
さ
ん
と
い
う
手
打
鋸

皆
伝
！

刃
物
の
極
意

長野県森林組合連合会　役員名簿
監

事

監

事

代
表
監
事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

常
務
理
事

代
表
理
事
専
務

副
会
長
理
事

代
表
理
事
会
長

区
分

栄

村

南
佐
久
北
部

諏

訪

上

伊

那

長

野

大

北

松
本
広
域

南
木
曽
町

信
州
上
小

学
識
経
験

学
識
経
験

飯

伊

南
佐
久
南
部

所
属
組
合

桑
原　

重
雄

佐
々
木　

定
男

小
平　

榮
三

中
山　

晶
計

関
野　

文
夫

嶺
村　

和
德

中
村　

善
行

今
井　

豊

大
久
保　

守

安
原　

輝
明

滝
澤　

栄
智

林　

和
弘

藤
原　

忠
彦

氏
名

系統利用優良森林組合感謝状贈呈名簿
《木材販売事業》 《購買事業》
松本広域 森林組合 信州上小 森林組合
長 野 森林組合 松本広域 森林組合
北 信 州 森林組合 長 野 森林組合
上 伊 那 森林組合 飯 伊 森林組合

永年勤続（専任職員）被表彰者

30年以上

佐 久 古 越　 修
上 伊 那 小 林　 義 人
長 野 芳 川　 太 郎
長 野 小 林　 薫
栄 村 斉藤　みどり
県 森 連 中 谷　 勝
県 森 連 林　 信 一

25年以上 佐 久 水 石　 公 夫
信州上小 髙 井　 紀 和

20年以上

松本広域 勝 山　 崇 史
大 北 島 津　 昌 俊
大 北 多田　千枝子
長 野 丸 山　 和 範
栄 村 藤 木　 悦 子
県 森 連 櫻 井　 肇
県 森 連 土 屋　 泰 幸
県 森 連 遠 山　 尚 樹
県 森 連 馬 場　 利 明
県 森 連 島田　かおり

10年以上 飯 伊 荒 井　 俊 作
北 信 州 関　 真 一

永年勤続（技能職員）被表彰者名簿
勤続年数 組 合 名 氏 名
30年以上 北 信 州 渡 辺　 正 行

25年以上
木 曽 南 部 阿 寺　 敏 夫
大 北 小 林　 章

20年以上

南佐久北部 佐々木　義治
南佐久北部 島 﨑　 次 男
佐 久 大工原　裕幸
佐 久 田 辺　 治 夫
佐 久 佐 藤　 英 二
信 州 上 小 山 田　 昌 志
信 州 上 小 田 中　 由 夫
諏 訪 小 早 瀬　 浩
木 曽 鳥屋窪　兼弘
木 曽 南 部 西 尾　 清
長 野 渡 辺　 澄 男
長 野 原　 弘 明
北 信 州 高 山　 浩

10年以上

南佐久南部 井 出　 正 明
南佐久南部 中 山　 浩 巳
信 州 上 小 山 宮　 孝 雄
諏 訪 熊 谷　 信 也
諏 訪 中 島　 嘉 彦
飯 伊 下 沢　 和 巧
飯 伊 杉 田　 信 明
飯 伊 橋 本　 大 作
飯 伊 上 原　 優 太
飯 伊 河 尻　 敏 和
根 羽 村 石 原　 稔 明
木 曽 長 谷 川　 玲
木 曽 田 口　 義 幸
木 曽 名 小 路　 健
木 曽 黒木　久二夫
長 野 小 川　 真 司
長 野 野 平　 大 介
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の
名
工
が
い
る
。
米
吉
さ
ん
に
、「
何
故
大
工
の
皆

が
替
刃
鋸
に
し
な
い
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
間
髪
い
れ
ず
「
切
れ
す
ぎ
る
」
と
言
う
の
で

あ
る
。
話
は
こ
う
で
あ
る
。
特
に
神
社
仏
閣
を
建
築

す
る
に
あ
た
り
、
木
口
を
切
っ
た
時
、
ツ
ル
ツ
ル
に

切
れ
て
し
ま
う
と
、
乾
燥
時
に
割
れ
が
入
っ
て
し
ま

う
。
旧
来
の
鋸
で
あ
れ
ば
、
木
口
は
多
少
ギ
ザ
ギ
ザ

に
な
り
、
空
気
中
の
湿
気（
水
分
）を
吸
っ
た
り
吐
い

た
り
呼
吸
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
の
寿
命
を
延
ば
す

の
で
あ
る
。

伝
統
的
な
道
具
が
、
生
き
続
け
て
い
る
の
に
は
、

明
ら
か
な
理
由
が
あ
る
。
例
え
ば
、
大
工
さ
ん
の
多

く
は
、
自
動
鉋
を
使
う
。
精
度
も
上
が
り
、
超
仕
上

に
も
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、
削
っ
た
木
の
表
面
を

拡
大
し
て
み
れ
ば
ザ
ラ
ザ
ラ
で
あ
る
。
木
の
表
面
は

出
来
る
だ
け
艶
を
出
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
ヒ
ノ
キ
を
台
鉋
で
削
っ
た
時
、
よ
り
薄
い
鉋

屑
を
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
は
大
工
の
腕
の
み
せ
ど
こ

ろ
で
あ
る
。
木
の
内
部
に
潜
ん
で
い
る
オ
イ
ル
が
削

ら
れ
る
と
瞬
時
に
木
の
表
面
を
覆
い
包
む
の
で
あ

る
。
自
然
塗
料
を
研
究
し
て
い
る
先
生
が
、「
木
に

は
何
も
塗
ら
な
い
の
が
最
高
の
塗
料
で
あ
る
」
と
話

す
の
は
こ
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

木
の
寿
命
は
先
人
達
の
知
恵
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
法
隆
寺
の
大
改
築
に
あ
た
り
、
西
岡
常
一
氏

は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
工
職
人
に
一
部
槍
鉋
を

使
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
槍
が
少
し
反
っ
た
様
な
鉋
で

あ
る
。
木
の
繊
維
を
自
然
の
ま
ま
、
す
べ
ら
せ
て
美

し
い
木
肌
を
作
る
。
日
本
の
気
候
を
も
考
え
た
技
術

で
あ
る
。
飛
鳥
の
時
代
に
建
築
が
完
成
さ
れ
て
い
た

と
し
て
も
、
決
し
て
過
言
で
あ
り
ま
す
ま
い

森
林
経
営
計
画
情
報
交
換
会
開
催

平
成
27
年
２
月
16
日
に
安
曇
野
市
も
く
り
ゅ
う
館
に
お
い
て
、
森
林
経
営
計

画
情
報
交
換
会（
主
催
：
県
森
連
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
長
野
県
全
体
の
森
林
経
営
計
画
策
定
・
実
行
体
制
を
一
層
強
化

し
、
策
定
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
集
約
化
担
当
者

お
よ
び
森
林
総
合
監
理
士
等
に
よ
る
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
森
林
組
合
、
民
間
事
業
体
の
み
な
ら
ず
、
県
林
務
部
、
各
地
方
事

務
所
、
中
部
森
林
管
理
局
よ
り
50
名
を
超
え
る
参
加
を
頂
き
、

① 「
森
林
経
営
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」（
県
林
務
部
）

② ‌�「
官
民
連
携
に
よ
る
森
林
整
備
に
つ
い
て
」

（
中
部
森
林
管
理
局
）

③ ‌�「
森
林
経
営
計
画
優
良
事
例
の
報
告（
北

信
州
森
林
組
合
・
信
州
上
小
森
林
組
合
）

④ ‌�「
組
合
経
営
に
お
け
る
森
林
経
営
計
画
に

つ
い
て
」（
飯
伊
森
林
組
合
）

⑤ ‌�「
森
林
経
営
計
画
の
作
成
状
況
情
報
交
換

＆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
」

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
当
会
が
実
施
し
て
き
た
集
約
化

関
連
の
研
修
会
等
の
な
か
で
、
森
林
組
合
・

民
間
事
業
体
だ
け
で
な
く
行
政
の
方
々
も
含

め
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
キ
ン
グ
は
初
の
試
み
で

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、
立
場
を
超
え

た
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

課題発表で浮かんだ疑問点にも行政の方に
その場で答えて頂けました。 地域・立場を超え課題に取組む参加者

飯伊森林組合林和弘組合長による講義
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